
原因は？

これらの事例について、詳細に食品解析を行ったところ、生鮮魚

介類が含まれていた事例が多く、その中でもヒラメを食べたものが

多く確認されました。

そこで、ヒラメについて遺伝子の解析を行ったところ、クドア属

の寄生虫（※）に感染していることが確認されました。

（※）粘液胞子虫：Kudoa septempunctata

（クドア・セプテンプンクタータ）

クドア属の寄生虫とは何ですか？

クドア属の寄生虫は、一般にゴカイ等の環形動

物を介して魚に感染すると考えられており、魚の

筋肉（身）をゼリー状にしてしまう種類はあるも

のの、人体には直接的な影響はないとされてきま

した。

どのような症状がでますか？

これまでの事例から、クドア属の寄生虫が寄

生した食品を生で食べることにより、必ずしも

発症するものではありません。

事例が少ないことから、現時点では、どのく

らいの量を食べると症状を示すかは明らかに

なっていませんが、発症した場合には食後数時

間程度（４～８時間程度）で、下痢、嘔吐、胃

部の不快感等が認められるものの、症状は軽度

であり、速やかに回復し、翌日には後遺症もな

いとされています。

また、これまでに発症した本人以外に、家族

等から二次感染は報告されておらず、研究成果

からも感染の可能性はありません。

どうしたら食中毒が防止できますか？

① －15℃～－20℃で４時間以上凍結する

② 中心温度７５℃で５分以上加熱する

上記のいずれかの処理により、ヒラメに寄生したク

ドア・セプテンプンクタータは病原性を示さなくなる

ことが分かっています。

クドア属の寄

とられるので

クドア属が

うな対応が必

① 養殖段階

② 飼育環境

③ 養殖場に

現在、農林

ドア属の寄生

どで簡便にク

の取組を開始
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生食用生鮮食品による原因不明有症事例への対応について（Ｑ＆Ａ）（厚生

http://www.mhlw.go.jp/stf/houdou/2r9852000001fz6e-att/2r98520000

ヒラメを介したクドアの一種による食中毒Ｑ＆Ａ（農林水産省）

http://www.maff.go.jp/j/syouan/seisaku/foodpoisoning/f_encyclope

近年、「食後数時間程度で一過性の嘔吐や下痢が起こるが、軽症で終わる」という事例が全国的に報告されています。

これらの事例では、以前から知られている、食中毒病因物質や化学物質等が検出されないか、検出しても症状が合致しないため、

原因不明として処理されてきました。

厚生労働省が全国の事例を調査したところ、平成21年6月から平成23年3月までの間に198件確認されました。
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不明
生を防止するために、どのような対策が

しょうか？

寄生したヒラメによる食中毒の防止には、次のよ

要といわれています。

においてのクドア属保有稚魚の排除

の洗浄化

おける出荷前のモニタリング検査

水産省では、「ヒラメ養殖施設でどのようにしてク

が起こっているのかの経路の解明」や、「養殖場な

ドア属の寄生の有無を判別できる技術の開発」等

しています。

労働省）

01fzlf.pdf

dia/kudoa_qa.html

クドア・セプテンプンクタータ

・食品衛生審議会食品衛生分科会

毒・乳肉水産食品合同部会（平成23年4月25日）

労働省医薬食品局食品安全部監視安全課

2-1「生食用生鮮食品を共通食とする病因物質

有症事例を巡る経緯」より抜粋


